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は
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す
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潘
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。
而
し
て
此
標
準
實
餵
た
る
、之
を
決
定
す
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摩
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憑
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を
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す
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勞
働
者
の
勞
働
能
率
が
如
何
に
し
て
增
進
せ
ら
る
可
き
や
の
問
題
に
就
て
は
、近
年
種
令
の 

.方
面
ょ

P

«
門
的
硏
究
の
，試

.

.
み
ふ
る
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も
の
あ

$
、其
增
進
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因

S
し
て

數
へ
ら
る
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亦
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に
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±

ま
ら
ず
と
雖
も
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數

0
硏
究

*

は
勞
慟
者
の
就
業
幷
に
生
活
上
に
於
け
る
環
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に
重
き
を
：置

X

0
觀

あ
り
。就
業
上
の
環
境
を
改
善
す
る
の
一

事
.は
近
年
备
國
‘共
に
工
場
法
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規
足
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依
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を
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す
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.ビを
期
し
、勞
爾
時
間
の

@
«、エ

»
の
.衛
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狀
態

、休

憇
時
間
の 

延
長
等
種
々
，

.Q
I
方
面
：に
涉
纟
て
、其
：及
ば
ざ
る
を
恐
る
、
の
狀
あ

b

o而
し
て
生

gG

上
の
環
揽 

を
改
善
す
る
に
就
て
は
、勞
働
考
住
：宅の
改
良
の
如

S
直
接
の
施
設
な
き
に
非
ず
ビ
離
も
、大體 

に
於
て
は
、
勞
働
：
者

の〗

貨
銀
を

豊
富

匕
し

#
働

者

自
己
の
.判
斷
に

依

て
、
斯
く
豐
富
に

爲

れ
る
貨 

銀
を
逾
當
の
道
：に
，.费
消

せ
し
め
て
、以
て

所
期
の
効
果
を

擧
げ

し
む
る
の
外
に
存
す

る

の
道

あ 

る
を
知
ら
ざ
：る
な
ぅ
。

勞
働
能

率

く
舞

銀
と
の

關

係
斯
の
如

し

ビ
す
れ

ば
、
®
エ
駔
合
の
下

に
、
 

組
合
所

«
勞

«
考
が
標
準

'賃
銀

_を
收
め
て
、就
業
す
る

乙

ぐし
は
、
即
ち

彼
等
の

生
活
上

に
於
け
る 

■辕
.境
を
改
善
し
て
、勞
働
能
力
を
增
進
す
る
の
効
力
あ
り

ど
，す，
可 

/
\ 
、勞
働
能
力
に

し
て

增
進
せ 

ん
か
、彼
等
の

增
加

し
た

.る，賃
銀
を
支
拂
ぅ
の
資
金
は
自
ら
彼
等
の
力
に
依

て
、生

產
せ

ら
れ
、
# 

に
組
合

所
属
外
の

勞
働

者

を

.歷

迫

し

、一方
の

所

#
を奪
ひて
、

之を
他に
與ふ
るが
如き
不公

…

.

.

.

.

.

.

.

.
1

_
を
生
せ
ざ
る
の
道
现
な

b
ヒ
す
可
し
。 

1

:

;

:
..
:

:
.•
二
，

I
:

:

- 

•

更
に
職
工

.組
合

.
S

.
し
.て
。最
も
强
烈
な
る
非
雛
を
生
ず
る
は
麵
合
所
屬
勞
働

S

勞
働
紛 

，
に
關
與
し
た
る
場
合
に
、組
合
の
資
金
：を
以
て
、組
合
員
を
擁
識
し
、斯
く
て
紛
議
の
期
間
を
延 

長
し
又

.紛
議

,0
發
生
を

..頻
繁
な
ら
し
む
可
し
と
云
ふ
も
の
是
れ
な
り
。
蓋
し
職
エ
駔
合
に
し 

て
組
織
せ
ら
れ
ん
か
、其
鬪
爭
的

_

分
を

」

全
ぅ
；す

.る
爲
め
、备
褪
恵
與
金
ホ
、必
ず
紛
議
®
與
金
を 

設
け
，て
之
を
失
業
惠
與
金
メ
區
：

.別
す
る
を
：常
ビ
す
。
夹
業
恵
與
金
は
祖
合
所
属
の
勞
働
者
が 

自
已
の
意
思
に

■反
し
て
失
業
し
た
る
場
合

0
ち
勞
働
者
自
身
は
勞
働
を
機
續
す
る
盘

m
3を
有 

す
る

■に
拘
は
：

る
所

S
爲
れ
る
場
合
に
給
與
せ
ら
る

 

>
に
反
し
、紛
議
惠
與 

金
に
至
つ
て
は

«

合
の
決

_

に
從
び

.所
屬
勞
働
者
が
同
盟
罷
業
を
诀
行
し
た
る
場
合
に
、給
與 

せ

.-
: 

> 

A
U
の
ー
し
て
職
エ
組
合
ヵ
鬪
带
的
職
分
を
行
ふ
に
被
て

®

要
の
；
段
た
る
と
共

^
* 

職
±

組
合
に
對
す
る
非
難
の
集
中
す

.る
點

|た「

ら
ざ
れ
ば
己

|

る
な
&
。
我
國
に
於
け
る
弗 

職H

組
合
謊
者
の
勿
き
は
、

'#
に
此
點

k
,重
き
を

®:
き
、職
工
組
合
組
織
せ
ら
れ
て
、勞
«
漭
の
園 

r

 ̂

,
ィ
|/
#

な
ら
ん
か

>

る
所
に
同

W

擺
.業
の
發
生
を
見
る
可
し
と
し
て
、大
な
る
®
铵
を
嚷

 ̂

^

, 

I

 

^

:

ノ
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a

T
lk
嚏
ざ
る
が
如
し
。

,
然
も
職

X
組
合
は
同

is
擺
業
を

一

個
の
手
段
ビ
乙
を
す
れ
^

れ
を 

目
的
ミ
す
る
も
の
に
非

t

同
盟
罷
業
の
行
は

.
る
、

M

と
の
繁
頻
に
し
て
典
時
期
氺

く

*又
關 

係

者

.0
多
數
な
る
と
き
は
、組
合
は
紛
議
恵
與
金
を
支
出
す
る
も
の
大
な
ら
ざ
る
を
得
す
。
而 

し
て
此
恵
與
金

*

る
、旣
往

5

の
関
組
合
員
の
醵
余
ょ

A

得
た
る
收
入
を
以
て
、經
常
费
を
支 

出
し
、其
剩
餘
を
以
て
蓄
植
し
た
る
基
，金
ょ
ら
支
辨
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、組
合
の
行
政
を
擔 

當
.：す
る
潜
が
之
れ
，を
支
出
す
る
に
：就
て
重
大
な
る
責
任
を
感
ず
る
は
、當
然
に
し
て
荀
ヰ
之
れ 

を

濫
费

す
る

を
許

S
會
、
此

の

：戰

ょ

り

職

エ

組

合

.，の

下
に
於
て
、同
盟
锻
業
の
發
生
が

或
る

程
度

. 

R
制
限

.せ
ら
る

.
> の‘；
道
理

な
る
一
方
に
、

傭
潸
亦
職
エ
組
合

0.
勢
カ
ビ
認
む
る
ビ
き
は
、荷
も
組 

合
の

提
出
ず
る
耍
求

：

の
不
法
な
る

も
の
に
非
ざ

る
限

b
、之

れ

を
承
認
す
る
を
以
て
、職
エ

組
合 

ギ
同
.盟

罷

業

ビ

相

關

聯

す

る
は
、
世
人
の
想
像
す

る

が
如
き
程
度
の
も
の

ビ
す

可
か
ら
ざ

る
な

h
x 

o 

ノ 
：

. 

. 

' 

. 

, 

-

.

職
エ
組
合
の
組
織
拿
固
ビ
爲

&
':
;の
組
合
ご
他
の
組
合
と
の

間
に
、
聯
絡
を
生
ず
る

や
、
ft
關 

聯
ぜ
る
事
業
の
：

':
:I:

に
於
て
：勞
働
輿
が
同
盟
罷
業
を
決
行
す
る
や
、他
の
關
係
事
業
の
勞
働
者
亦 

同
時

に
擺
業
を
企
て
、以
七
前
者
を
應
援
す
る
の
風
行
は
る

>
に
至
る

0

所
縱
同
情

的
同
盟
罷

I
I

!

1

|

I
1

1

1

業
：
^
;r
せ

ら

る

卜

も

：
.の
_

は
即

ち
是
れ

R

し
て
、英

11
に
於
て
歐
洲
戰
爭
前
鐡

道
、運
送
、炭
坑
三
業 

丨
於

.け
る
職
ェ
組
合
に
、聯
絡
を
生
じ
、三

角

同

.̂
の
形
態
に
於
て
或
る
行
動
に
出
で
ん
ビ
し

® 

ふ
戰
爭
ー
故
を
以
て
中
斷
せ
ら
れ
た
る
せ
休
戰
條
約
成
立
後
直
に
或
る
行
動
を
企
て
ん

S
し 

ナ
る
は
著

印

の
事

&
な
う
。

g

に
職

ェ
組
合
に

す
ら

反
對
す

る
人
士

ぁ
り

ビ
す
れ
ば
、斯
る
職 

X
組
合
の

.聯
合
的
：行
動
：

に
.對
し
て
、一
層
强
烈
な

る
反
對
を
爲
す

可
き
は
自
然
の
勢
な
る
が
如 

し
ビ
雖
も
闾

«
的
同
盟
罷
業
の
如

5
必
ず
し
も

.|
.槪
に
非
難
す
可
き

.に
非
ず

0

蓋
し
一

の
事 

業
に
.同
盟
輝
業

®

う
て
、®
業
奢
の
成
功
を

吿
げ
て

、貨

銀

の
引

上
を

始

め
勞
働
條

#

の
改
參

を 

見
た

.々
と

す

れ

，ば
、關

係

諸

事

業

の

傭

者

^:
此
勢
に
促
さ
れ

.

.
て
、自

家

の

勞

働

者

の

爲

め

に
^
件 

の
改
善
を

.行
う
可
し

;0
果
し
て
然
ち
ば
前
者
は
罷
業
の
危
險
を
賭
し
、又

■輝
業
に
#
う
損
失
に 

當

6
つ 

>條
仍
の
改
善
に
成
功
し
た
る
も
の
な
る
に
、後

#

は
何
等
の
犠
牲
を

拂
は
す
し

て

、
_ 

り
餅
蕃
の
爲
し

^
る
所
の

.惠に

‘浴
さ
ん
ビ
す
る
も
の
に
外
な
ら
ず
。
勞
働
卷
と
し
て
一
の
階 

級
を
組
織
し

^n

階
級
に
固
着
す

る
同

|

の
利
害
關
係
に
支
配
せ
ら
る
、
場
合

に
、
他
の
努
力
を 

愉
ん

で
、
a

B
の
利
益
に
充
て
ん
'と
す
る
が
如

き
、
社
會
共
存
の

s
 

s

aた？
所

f

す
可 

か
ら
す
。
即
ち
一
組
合
の
所
屬
勞
働
漭
が
罷
業
を
起
す
ゃ
政
結
末
に
依
て
利
银
成
敗
の
影
響

饺
.
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ニ
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を

蒙
る

可

S
地
泣
に
居

冬
他

組
合
の
所
厲
勞
働

*

亦
相
次

a

で
罷
業
を
敢
て
し
、以
て
前
者

t 

援

8/
す
る
に
至
る
所
以
な

>
9
0 

:
_

斯
の
如
き
は
職
エ

.組
合
運
動
に
#
ぅ
當
然
の
結
果
と
し
て
座 

人
の
承
認
せ
ざ
る
可
か
ら

V

る
所
な

V

。 
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D
e
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f
n
y

 

of 

M
a
n
、

 

w
h
i
c
h

 

w
a
s

 

a
n

 

exposition 

oi 

F
o
u
r
ier^doctrine. 

This 

b
o
o
k

 

m
a
d
e

 

a

 

great 

impression 

o
n

 

the 

reading 

public, 

a
n
d

 

s
u
c
h

 

brilHant 

m
e
n

 

as 

H
o
r
a
c
e

 

G
r
eeley 

a
n
d

 

Clmrles 

A
.

 

D
a
n
a

 w
e
r
e

 converted to Fourierism. 

-
Q
1:K
: was. thc.lbeglnnlngv 
.
o
f 

the meteoric 

Fourieritc. m
o
v
e

 
日 c

u
t

.
 in 

the 

unit€,d 

s
t
a
t
€
s
.
^
u
m
e
r
o
u
s
.

0
0
3
- 

Bunitics

.
 w

e
r
e

 

sta.rted:'in'vaii.ous 

states,;'and 

of these experiments thirtv

丨

two. w
e
r
e

 

s
a
v
e
d

 f
r
o
m

 

o
b

trl
vion*

E
i
g
h
t

 

of the 
日 

w
e
r
e

 

t
r
i
e
d
i
n
o
h

o*six 

each 

in 

N
e
w

 

Y
o
r
k

 

a
n
d

 

Pennwlvania, 

three 

s
c
h

 

in 

M
a
s
s
a
-

.
• 

- 

• 

•« 

. 

: 

.

chusetts 

a
n
a

 

Ininois) 

t
w
o

 

each., in 

Islew. JerscyJ.. M
i
c
h
i
g
a
n

 

a
n
d

 

w
f
s
c
o
n
s
i
n

 .and 

o
n
e

 

e
a
c
h

 

in 

Indiana

.
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n
d

 

Iowa. 
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